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このリストの書籍を御希望の方は,同封の振替用紙の通信欄でお

申込み下さい。書籍代は送料共でお振込み下さいますようお願い

警盤長斑来の定価の合計額に,右の表の送料を合せてお送り下さ
い。なお,お電話でのご注文も受け付けています。

暮 ら し    (50音順)

『 NHK「きょうの料理」きのう
。あす一食卓が変わる

女性が変わる 家族が変わる』
飯田深雪,江原由美子,土井 勝他 有斐閣

1988年 1236円 (税込)

NHKの テレビ料理番組「きょうの料理」の30年の歩み
は家庭や食卓,あるいは女性の生き方の変化と関連づけ
てみてみると興味深い。座談会「きょうの料理」の30年 ,

おいしさのコミュニケーション,料理番組からみる「主

婦」の戦後史 (江原由美子)。

『 FOR BEGINNERS iEコ ロジー』
スティヴン・クロール・文 玉村和子訳 現代書館

1981年  979円 (税込)
エコロジー的な将来展望のためには今,地球上の同時代

を生きている私たちが私たちの共通の住み家である地球

に対してどれだけ責任をもっているのか? イラストと
簡潔な文章で説明。

『女たちの21世紀―暮らしの現場からの100の提案』

三枝佐枝子 PHP研究所
1988年 1339円 (税込)

生活者の日で商品やサービスを見つめた100の生活提案。

21世紀の暮らしを予測。女性の能力を発揮,生きた公共
サービス, よりよい消費生活,余暇と人間関係他。

1,000円 以下の場合    300円
1,001円 ～ 3,000円 の場合  400円
3,001円 ～ 5,000円 の場合  500円
5,001円 ～10,000円 の場合  600円
10,001円 以上の場合    700円

『女たちのトイレ』   TOTO文 化情報センター編
泰流社 1987年  1339円 (税込)

価値観の多様化が進む中で,生活の快適さを求める傾向
が強くなっている。 トイレも時代の流れとともに多様化
し「 トイレ革命Jと いわれる温水洗浄便座 (ウ ォシュレ

ット)も 登場した。本書は13人の女性たちが新しいトイ

レ文化論を展開するユニークな本。自然とトイレ,女性

とトイレ, トイレの色彩学,会社のトイレは誰のもの,

公衆 トイレのゆくえ。

『女たちの反原発』 三輪妙子編著 労働教育センター
1989年 3月  1339円 (税込)

反原発でたたかっている12人の女たちの報告・ トーク講

演録。福井,島根,ネ グロス他。

『女のまちづくり宣言―京都発』

桂坂の女の会・女の日で見るまち研究会編 学芸出版社
1987年 1442円 (税込)

1200年の歴史をもつ京都。そこに住む100人の女性たち

が「女の日で見る研究会」をつくって京都の町をウオッ

チング。都心部の景観などはいまではむしろ恥じるべき

状況にあるという。他都市にはない京都の財産を活用ど

ころか京都の風情がなくなっていく。京都の町づくりに

提言する木。

『女を装う』 駒尺喜美編著 勁草書房
1985年  1854円 (税込)

化粧から靴にいたるまで,女性の姿がいかに歪められて

いるか ? 女の装いの文化論と女性論。
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『女・開発・第二世界一消費者としての女たち』
フー・ガイク・スィム, トルース・ウェルズ

ヤンソン由実子訳 協同図書サービス
1988年  1545円 (税込)

消費者運動と女性運動を結びつけるものは大いにある。
市場にあるものやサービスに対して批判の目を向けるこ

と。女性はいちばん大きな消費者グループであることは

世界中でいえること。ペナンとローマで同時に発行され
た本書は第三世界の問題を射程に入れながら女性と消費
者運動のあり方を考える本。住宅,食糧,危険な製品,

融資などの広い分野から考えている。

『家事大革命』    D・ ハイデン 野口美智子他訳
勁草書房 1985年  5565円 (税込)

家事労働の本質を問いただし,望 ましい家事のあり方を
提言。

『この国は恐ろしい国』関 千枝子 農山漁村文化協会
1988年  1339円 (税込)

老人や障害者,母子家庭のひとたちが安心して住めない
国なんて,ほんとうに豊かな国ではない。福祉低開発国,

日本を告発する。

『サヨナラ原発ガイドブックーまだ,ま にあうから』
有紀恵美 青弓社 1988年  515円 (税込)

とてもユーモアにあふれた反原発運動のための冊子。暮
らしの特効薬「原発散Jの効能がきにはじまり,ひ とり
でもはじめられる反原発運動のマニアル。そして,“夫
対策"な るマニアルである。反原発をめざした女性たち
が夫問題に苦慮している。夫のことで悩まず反原発でき
る人はごく少数という。巻末にはブックリストがある。

『「在日」外国人』  江崎泰子 森口秀志編 晶文社
1988年 2884円 (税込)

インタビュー本では定評のある晶文社の本。35カ 国100

人が語る「日本と私」。私たちにとっても外国人たちと

ともにいることがもっとあたり前になるといい,そ して,

私たちは新しい “隣人"についてもっと知ることが必要
であろう。地理的にも精神的にも鎖国日本の開放のため
に。

『主婦が変われば社会が変わる―ルボ 。生活クラブ生

協』   高杉晋吾 海鳴社 1988年  1442円 (税込)
大量消費の時代に生活の質を問い続ける生活クラブ生協
の活動を取材し,そ こで出会った主婦群像の魅力を描い
たルボルタージュ。

『主婦たちの食べ物情報―消費者から見た欠陥商品展の

あゆみから』 東京都地域消費者団体連絡会 三一新書
1986年 670円 (税込)

『消費者教育の時代』 小木紀之  ドメス出版
1985年  1648円 (税込 )

日本で唯一の消費経済学科を担当し日本消費者教育学会
に関わっている著者が現代社会と消費者問題,消費者運
動,生協,消費者部門で働く女性像,企業とヒーブ,ア
メリカの消費者教育などを考える。

『「女縁」が世の中を変える一脱専業主婦のネットワー

キング』    上野千鶴子 電通ネットワーク研究会
日本経済新聞社 1988年  1236円

いま30～ 40代の主婦は昼間ウチにいない。ともかくウチ

を出ておカネになること,お カネにならないことのちが
いはあってもイキイキ女性のネットワークを広げている。
マーケッテングの立場から今日の主婦を分析。関西の主

婦の情報がいっばいつまっている。ネットワーキングか

らワーキングライフをつくりだした主婦たちもいる。

『人生を三倍に楽しむ日常生活学―女性新聞記者の365

日』  深尾凱子 三笠書房 1988年  1010円 (税込)
仕事や生活を抱えて, とても忙しいけれど面白い人生を

送っている女性記者のゴチャマゼ日記。暮らしの知恵 ,

アメリカ女性の生き方のヒント,お しゃれ,仕事他。

『生活学の誕生』り|1添 登 ドメス出版 (生活学選書)
1985年  1545円 (税込)

「生活学」という言葉が最初に使われたのは1951年。今
和次郎の「生活学の空想」という新聞での論文であった。
1972年には日本生活学会が設立されている。本書は生活

学ことはじめ的な生活学の総論と各論からなる。いま日

本人に必要なのは経済,労働論よりも生活学ではないだ
ろうか。

『生活学へのアプローチ』 川添 登編
ドメス出版 (生活学選書) 1984年  1545円 (税込)
生活学の学際的研究活動を各専Fl分野から報告。生活史,

生活史研究について,食生活学,農村社会学,生活者か
らの社会福祉学他。

『生活学の展開一家政から社会福祉へ』一番ケ瀬 康子
ドメス出版 (生活学選書) 1984年  1545円 (税込)
社会福祉は健康で文化的な生活を営むための生活権及び

基本的人権を保障するものである以上,生活とは何かと
追及するための生活研究の書。

『生活文化大革命―女が変わる,男を変える』大橋照枝
学習研究社 1988年  1236円 (税込)

自分を大切に生きていきたいホロン型人間こそこれから

会社の将来を託せる未来派人間。“家のことには口出し

しない"なんてイキがっていると会社でイキが詰まって
くる。女性を雑用便利社員と思っている会社はもう長い

ことはないなど男女共生時代のビジネス戦略を考える。

『生協運動はなぜ広がったか』竹井二三子 家の光協会
1988年  1236円 (税込)

1946年設立以来40年余りの東京・下馬生協の実践記録。

『底地買い一女が住居を守るとき』 野村孜子

ドメス出版 1987年  1339円 (税込)

「底地買い」ってご存じですか? 借家の「底地権」を
家主から買い取り,それを口実に居住者を追い出し「底
地買い」をする。そしてますます地価はつり上げられて

ゆく。現在では居住権を保障する法律はない。本書は20

年余りも住みつづけた長屋の住人たちの「底地買い」グ
ループとの闘いの記録。ひとりひとりの住民が住いを守
るしかない。
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『どうしても化粧したい責方に』 船瀬俊介 三一書房
1988年 700円 (税込)

“朝シャン"力 あ`ぶない。合成シャンプーの恐ろしさ,

化粧する男たち,哀れ,美容サロンのわな他。肌を荒ら
しておいて,それを直すことで,ま た稼ぐ化粧品会社を
斬る。

『行動派ミセスの生活感覚一兼業主婦のニーズを探る』

三和佐枝子 商品科学研究所編 日本経済新聞社
1986年  1236円 (税込)

「主婦の社会参加と商品」というテーマに取りくんでき

た同研究所では行動派ミセスはどのような商品とサービ

スを望んでいるかをまとめた。ファッション,食生活 ,
ホームマネージメント他。

『台所タッグマッチ !』          村瀬春樹

ゆみこ・ながい 。むらせ 大和書房
1987年  1236円 (税込)

主婦と主夫のいる生活をまとめたもの。「男と女がたが

いに犠牲とならず犠牲にせず,仲良く暮らすのを見せる
こと,それが子供に対する最高の教育だと思う」。わが
家の家訓があるとすれば「学校の成績はともかく,自分
で自分の家事ができる人間になれ」となろうかと語る。

『地球の一角から』 住井すゑ 人文書院
1986年 1339円 (税込)

毎日新聞「女のしんぶん」連載の好エッセイを収録。“ど

こに住もうと地球の一角"と いうグローバルな視点。大

きい活字でよみやすい。

「

L

子）汗山秋

おんなの本・中 国
(連載第 2回 )

張 潔 著『方  舟』

この4月から6月 にかけて,中国学生運動の盛り上
がりと,それに対する弾圧の経過は,現在の中国が社
会主義というよりも,む しろむきだしの封建家父長制
のもとにあることをまざまざと見せつけた。その封建

家父長制は,権力の頂点を握っているだけでなく,一
般の民衆の生活の隅々にまで浸透し,根強く生き続け
ている。

生活の中にしみこんだ家父長制は,女への差別とし
てあらわれる。「夫も子もない女に政治は任せられな

いJと言ったのは日本の閣僚だったが,独身の女,離
婚した女への差別では中国も日本に勝るとも劣らぬよ

うだ。

張潔の小説『方舟』 (1981年 )は , この中国におけ
る女性差別に正面からいどんだ作品だ。その抗議の姿

勢の徹底ぶりは,サ ブタィトルに「おまえはことのほ
か不幸になるだろう,なぜなら女だから……」という
句が掲げられ,最後の行が「女であることは,本当に
つらいことだ」としめくくられていることからも明ら

かだ。中国では文化大革命の終った1970年代末から,

女の作家たちが女の問題を取 りあげて書くようになっ

てきたが,その中でも『方舟』は立場の鮮明さで特筆
すべき作品である。

張潔は, もちろん女性作家で,1937年生まれ。1978

年から作家活動にはいり,短編『愛,忘れ難きもの』
では婚外のプラトニックな愛を貫いた女の生涯をその

娘の日から語らせて,発表当時センセーションをまき
おこした。 (中国では不倫どころか,心に秘めた婚外
の愛を筆にすることさえタブーだったのだ !)

『方舟』の主人公は,40歳になる 3人の女たちだ。
彼女たちは小学校から高校までの同級性。新中国の建

国期に比較的恵まれた青春時代をすごし,女としては
珍しい大学教育を受け,希望に燃えて社会に踏み出し

た。しかし,その直後に起こった文化大革命の10年で,

彼女たちの生活はさんざん踏みにじられる。文革後に

再会した 3人は, 2人は離婚, 1人は別居中。住居も
職場を通じて分配される中国では,離婚した女はすべ
て後まわし, 3人はしかたなく同じフラットに身を寄
せあって共同生活をすることになる。 3人の女の運命
を乗せたこの小さなフラットを,作者は方舟になぞら
えたのだろう。

物語は 3人の女を交互に登場させながら,それぞれ
の心情,回想,現在かかえている問題を語ってゆく。
3人は苦労の末,今は映画監督,通訳,党の理論担当
者として活躍している。しかし,好色な上司のいやが
らせ,息子の養育をめぐっての前夫との争い,仕事の
上で信念を貫こうとして周囲から受ける批判など,絶
えまない問題がふ りかかってくる。彼女たちは傷つき,

孤独感にさいなまれ,病気に倒れる。中国の社会は,
そしてそこで女であることは,なんとも生きにくい。
それでもこの小説は,暗い絶望感に塗りつぶされて
いるわけではない。第一の希望は,主人公たちが挫折
しそうになりながらも,人間としての誇りを失わず ,

信念を曲げようとしないことだ。もうひとつの希望は,

女同士の友情の確かさだ。自立した女同士の友情は,

フェミニズム文学の重要なテーマのひとつだが,張潔
の描く女たちは,前近代的な中国社会の中で, 自我の
確立と友情のためにたたかっているのだ。

小説の最後に,久 しぶりにゆっくり顔をそろえた 3
人は, 1本のビールで乾杯する。「女たちが手にした

権利とまだ手にしていない権利,女がなしとげた貢献
と犠牲,女がなめてきた数々の口に出せない苦悩,女
が実現した,あ るいはまだ実現していない憧れと希求」
のために  。

¬

輩■if壁」型 .1野」
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『チェルノブイリは女たちを変えた』
M・ ガムバロフ他著 グルッペGAU訳  社会思想社

1989年 6月  1600円 (税込)
最新刊案内 8頁をご参照下さい。

『東京23区女たちの住宅事情』  松原惇子 文芸春秋
1987年 1030円 (税込)

単身世帯が 3分の 1を 占める東京都。シングルの女性11

人が仕事と住まいを語る。

『 トゥイナーたちのニューヨーク』 多賀幹子

時事通信社 1988年  1236円
トゥイナーとは tweener(中間の人・普通の人)と いう

意味。アメリカで1988年 の初めごとから言われるように

なった。アメリカはプラック・マンデーを経てヤッピー

の時代からトゥイナーの時代に移 りはじめたという。シ

ンプルな生活と強まる家族の絆。心の充足を求めてサク

セスストーリーよりも中ぐらいで満足しようとする堅実

なもうひとつのアメリカ人たちのライフスタイルをレ

ポート。

『なぜ日本人は働きすぎるのか』

猪瀬直樹+信州大学客員講師団 平凡社
1988年  1442円 (税込)

なぜ, 日本の労働時間は短縮できないのか。日本と西洋

の双方の誤解,働きすぎ日本の行方など今日的な問題を
個性派集団が討論と分析する。

『値段史年表 明治・大正 。昭和』 週刊朝 日編

朝日新聞社 1988年  1648円 (税込)
アイウエオ順に並べられた218品 日のモノの値段の変遷

表。値段の風俗史は読者の温故知新と自分史に役立つ。
パーラーでのアイスクリームの値段は15銭から550円に,

ナイロンストッキングは昭和33年400円 ,現在も500円 と
変わらない。足袋は 8銭から2200円に …。

『花森安治の仕事』 酒井 寛 朝日新聞社
1988年  1648円 (税込)

「暮し」という言葉及びその内容に市民権が与えられた

のは『暮しの手帖』におうところが大きい。その中心的

存在であり日本の雑誌出版史にその功績を残した花森安

治の仕事を本書は明らかにしてくれる。戦後すぐの明る

い開放的だった私たちの母たちの時代がよみがえってく

る。

『FOR BEG!NNERS反 原発』
スティーヴン・クロール・文 田窪雅文 真下俊樹訳

現代書館 1981年  979円 (税込)

「反原発Jが提起している問題と思想をイラストと簡潔
な文で説明。

『普通の女たちの昭和維新一 ミセス・エネルギーの実態

報告』 澤登信子編著 ダイヤモンド社
1986年  1236円

現代ミセスの家族観一主婦業は “副業"と認識しはじめ

たミセスたちの社会参加舞台―より魅力ある人間として

個性を復活させたいとネットワークをつくる女たち等 ,

いま,女たちの中で何が起こっているのか女性たちの声
が集められている。

『ベジタリアンの文化誌』     鶴田 静 晶文社
1988年  1648円 (税込)

ベジタリアニズムという食の思想とは何か。いま非肉食

というライフスタイルを選んだ著者がエコロジー, フェ

ミニズム,歴史を語る。

『放射能の流れた町―スリーマイル島原発事故は終らな

い』 弘中奈都子 小椋美恵子編 阿咋社
1988年  1236円 (税込)

スリーマイル島原発事故の現地の主婦メアリー・オズ

ボーンさんを日本に招いた京都の主婦たちが中心になり,
メアリーさんが日本各地で講演するために書いた英文原

稿を翻訳。また現地を訪れたアイリーン・スミスさんた

ちの現地報告・研究者による原発問題発言。

『街角のショッピングサイエンスーお店屋さんからの20

の提案』 農文協文化部編 農文協
1989年 3月  H33円 (税込)

いい買物をするためのお店屋さんからの提案。大工さん,
クリーニング店,酒づくり,ハ ムづくり,八百屋さんな
ど,お店屋さんは衣食住の専門家。

『みみずの井戸端会議』   高橋幸子 思想の科学社
1985年  1648円 (税込)

表文化があるかぎり,人が生きているかぎり,井戸は埋
められても声なき声として井戸端会議という裏文化はつ

づくだろう。密室となりやすい家にそよ風をさそい,孤
立する心にドラマを呼ぶようなさまざまに泉をたたえた

井戸端会議一著者は前著「みみずの学校」で注目された

京都の団地に住む主婦。歯ぎれのよい文章にのって, 日

常生活がいきいきと描かれている。

『ゆとりの時代へ』

完全週体 2日制 。土曜日を社会の休日にする推進会議編

日本評論社 :989年 7月  1300円 (税込)

学者・文化人によって上記の推進会議が結成されたのが ,

1988年 3月 。「ゆとりのあるくらしと職場」を求める運

動と「土曜日を社会の休日に」する運動のアピールとシ

ンポジウムの記録。時間強迫症―働きすぎ社会の病理 (な

だいなだ),豊かさを測るものさし (樋口恵子),他。

『装いのある暮らし一文化としての福祉の創造』

原 慶子  ミネルヴァ書房
1989年 7月  1800円 (税込)

日本の社会福祉は官僚機構的で序列意識が強く,社会福
祉の本来の目的である「人を幸せにすること」に対する

真摯な関心が育ちにくいと著者はいう。個を尊重する福

祉文化の創造,文化としての福祉観に基づく高齢者ホー
ムの実践など,こ れまでの福祉に新しい息吹を吹きこむ

意欲作。

〔品切れ・絶版のお知 らせ〕

『おはようジャーナル 少女たちの性』 NHKブ ックス
『フィリピンレポー ト』        女子パウロ会
『崩壊告知』           三枝和子 新潮社
『家族って何だろう』    ますのきよし 現代書館

〔31号の訂正〕

『ハーズ H[RS』 文芸春秋 ナンシー・ニューハウス編
井上一馬訳 1500円 (税込)
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〔性 。からだ 。心理〕

『ティーンズ・ボディQ&A』  河野美代子 東山書房
1989年 7月  1300円 (税込)

『さらば,悲 しみの性』の著者がティーン雑誌に寄せら
れたティーンたちのからだと性の悩みと質問に答える。

避妊,妊娠,中絶まで含まれていて「自分で自分自身の
体をきちんと主張できなければ,セ ックスする資格はな
い」。体をきっちり知ろうと若い女の子たちに呼びかけ

る。レイプの問題にも触れられている。

『増補版 あずさの性の話・生の話一女と男が生きるに
は』官子あずさ 新泉社 1989年 5月  1700円 (税込)
近況報告 1989年「自分で働いて生活しよう」を付記し

た増補版。著者は現在25歳 ,ひ とり暮らしの看護婦。

『マタニティ・ブルー』     郷久鍼二編 同朋舎
1989年 2月  3605円 (税込)

妊娠,出産からくるストレス。さまざまな不安を取り除
くために心身医学的なアプローチが今ほど必要とされる

ときはない。マタニティ・ブルーといわれる産後の心理 ,

身体的不安定期について適切なアドバイスをはたす本。

『ふたごの妊娠,出産,育児―もしもふたごを育てるこ
とになったら』    レーネ・ロノウ 加藤則子監修

福井信子訳 ビネバル出版
1989年 6月  4800円 (税込)

わが国のふたごに関する書や育児書は皆無に等しい。本

書はデンマークの双子の母親が自分の貴重な体験を,こ

れから双子を育てようとする人に書かれた,愛 と知恵に
支えられた育児書。双子をワンセットで考えるのは間違

っているという。ともかく本書は双子育児の定本となる

だろう。

『私たちは生きる一予しがん37人の体験』 ワット隆子編
同朋舎 1989年 6月  1200円 (税込)

手Lがん患者の会「あけばの会」の37人の患者たちが自ら

の体験をもとに「がんは終わりではない。それからの人

生にこそ真実がある」とのメッセージを贈る。

『働く女性のメンタルヘルス』  馬場房子編 同朋舎
1989年 6月  3500円 (税込)

OA化 とメンタルヘルス。メンタルヘルスに与える「均
等法」の影響。働く女性の昇進・昇格。働く主婦のメン

タル´ヽルス。

『ワークは人生をおもしろくする一こころ からだ こ
えをひらく実践』松井洋子 アニマ2001(発売星雲社)

1989年 2月  1545円 (税込)
〈大阪からだとこころの出会いの会〉こと「からころ」。

からだほぐしがもたらす開放感。ワークショップとレッ
スンの現場を本にまとめた。

『インターコースー性的行為の政治学』
アンドレア・ドウォーキン 寺沢みずほ訳 青土社

1989年 7月  2200円 (税込)

従来のフェミニストたちが主張する家父長制による女性

の男性への従属を ドウォーキンはさらに一歩すすめて,

性行為自体の中で女性に対する圧迫が形成されているこ

とを,性的行為の政治学として論理づけた。古今の文学
作品の性描写をテキス トとする。著者はアメリカを代表

するフェミニスト。

『ガン告知』    NHKお はようジャーナル取材班
筑摩書房 1989年 7月  1030円 (税込)

「ガン告知と家族」をテーマに放送されたシリーズをス

タッフたちが,末期ガンを通して死をみつめることは,
私たちがどう生きるかの問題である, との視点から出版

化したもの。患者と医師の上下関係,告知後のケアなど
問題が山積している。明日の医療を考えるための一冊。

このスタッフは 3人の女性たちだ。

『女性のスポーツ生理学』     CoL・ ウェルス

宮下充正監訳 大修館書店
1989年 7月  3090円 (税込)

今日の女性のスポーツに対する関心は高い。スポーツヘ

の参加も急増している。出産に関しても USAの選手の
調査結果から「競技成績への障害にならないし,以前よ
りもスタミナがつき,バ ランスもよくなった」という。
本書はそんな状況を受けて,主に運動と月経を中心にス

ポーツと生理を,ま た女子スポーツ選手用に書かれた章

もある。

〔女性史・評伝〕

『フランス現代史のなかの女たち』 ミッシェル・ベロー

福井憲彦 金子春美訳 日本エディタースクール出版部
1989年 6月  2000円 (税込)

著者は第2次大戦後のフランスにおける女性の歴史研究

者の草分け的存在。ウイメンズブックス No.26「おん

なの本 。フランス」でペローの監修した類書『女性史は

成立するか』が紹介されている。女性史を学ぶひとには

参考になる本だ。19世紀のパリの主婦, フランスにおけ

るフェミニズムの誕生, フランスにおける女性史研究の

15年他。

『メアリ・ウルストンクラフトの生と死 Vol.1′ ∨ol

2』     クレア・ トマリン 小池和子訳 勁草書房
1989年 7月 各2060円 (税込)

フェミニズムの先駆者であるウルストンクラフトの伝記。

原著は1974年 に出版され,ア メリカではペーパーバック

になっている。ラブアフェア,未婚の母,教師,ラ イター

の生活,子連れビジネス旅行など, メアリの生は現代的
であり,その死 (出産による産褥熱の死)は非現代的で
あった。あの時代を生き抜いた一人の女性の情熱をこの

本で読みとった。

『農民の愛と性一新しい愛の歴史学』

」・L・ フランドラン 蔵持不三也 野池恵子訳
白水社 1989年 2月  3605円 (税込)
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『女性革命家たちの生涯』  広井暢子 新日本出版社
1989年 5月  1400円 (税込)

13人の女性共産党員の記録。1930年モスクワで演説した

婦人労働者飯島きみ,紡績女工から信越地方の党づくり
をした平林せん,地主の家に育って共産党国会議員にな
った苅田アサノ他。彼女たちは迫害され,拷問され,獄
死。非合法下の共産党員を生きた女性たちの記録。

『女性史を拓く

を軸に』

!一母と女 平塚らいてう。市川房枝
鈴木裕子 未来社

1989年 5月  2060円 (税込)
国立市公民館女性問題講座「歴史」で開講された歴史学

習の記録。数多くの女性史研究で女性の戦争責任を追及
している著者はここでもらいてうと房枝が戦争協力への

道にからめとられていく史実を現在の状況と照らし合わ

せて再考。歴史を学ぶ眼が養われる一冊。

『女性史を拓く 2-翼賛と抵抗 今,女の社会参加の
方向を問う』           鈴木裕子 未来社

1989年 6月  2060円 (税込)
平塚らいてうの母性主義と翼賛をめぐって,市川房枝の
女権主義と翼賛をめぐって,抵抗に生きた人たち,労働
運動の先駆的な女性たち, 日の九とかっぼう着,「国防
婦人会Jと 今,な ど翼賛と抵抗の構図を今日の問題 (天
皇報道とその死)もからめて学習する。

『樋ロー葉』 澤田章子 新日本新書
1989年 6月  670円 (税込)

1896年 (明治29年)に 24歳の若さで亡くなった一葉は晩
年のわずか14カ 月という短期間に代表作のほとんどを書
いている。一葉理解のためのハンディな評伝。

『シリーズ・女性と仏教 救いと教え』
西日順子 大隅和郎 平凡社
1989年 4月  2570円 (税込)

新しい仏教史,女性史研究の論考。仏典における女性観
の変遷,民衆宗教における両性具有観など。仏教の説え
と女性の信心。

『近世の女たち』 松村 洋 東方出版
1989年 6月  2600円 (税込 )

戦国。江戸時代の55人の女性群像。関西で育ち関西にそ
の足跡を残した女性をとりあげている。

『朝鮮女性運動と日本一橋澤裕子遺稿集』

新幹社・草風館 (発売)1989年 3月  3200円 (税込)
31歳の若さで夭折した朝鮮史研究の論文集。日本人であ
る自分にとって「朝鮮」とは何かを追及しつづけた。朝

鮮における女性の開化とその闘争,日帝下における朝鮮
人女性労働者,新潟県における朝鮮人労働運動など。

〔女性論・フェミニズム〕

『未来は女のものか』  リン・シーガル 織田元子訳
勁草書房 1989年 6月  3820円 (税込)

70～ 80年代のフェミニズム理論と女性の現状を整理する

格好の書が翻訳された。著者は, シドニー生まれで70年

代に渡英した社会主義フェミニスト。訳者は『フェミニ

ズム批評』の著者。「ある種のフェミニズムは商業的成

功を収めているにもかかわらず,女性運動そのものは分
裂と弱体化の一途を辿っている」というシーガルがフェ
ミニズムの現在と未来をどう展望しているのか,一読に
値する理論書。

『基本的情念』 リュス・イリガライ 西川直子訳
日本エディタースクール出版部
1989年 6月  2060円 (税込)

性的差異をあいだにはさんで,両性間の対話と愛の成立
の可能性,他者の力を借りて,それぞれの新たな自己を
創 り出す――わたしのモノローグはあなた=男性へ向け
て男性的価値観の新たな編成を問い直す。〈女として考
える〉詩的言語の試み。

『性の幻想一大庭みな子対談集』 大庭みな子

河出書房新社 1989年 4月  1800円 (税込)
大庭みな子と吉本隆明,江藤 淳,加賀乙彦らとの対談
集。特に吉本隆明氏との「性の幻想」が興味深い。「吉

本さんは個人を責める前に,ま ず制度を責めたらよいと
たっしゃりたいのね。階級闘争のようにスクラムを組ん

で制度を壊すために闘うべきだと,男 と女のことを ?」
「枠組を変えればいい」「どういうふうに変えれば」「政

治的に。社会的に変えればよいJ。

『女のせりふ』 伊藤雅子 未来社
1989年 4月  1648円 (税込)

女性がなにげなく呟く言葉には女と男を幾重にも縛って

いる通念や囚われの意識の根深さが映し出されている。

本書はそんな女のせりふを通して女性の状況と,男性と
の関係性を浮きばりにしている好企画の本。「女には名

前なんていらないんですね」「男ってすぐ女を指導した

がるのねJ「 ご主人は,私よ」他。

『ジャーナリズムの女性観』   小玉美意子 学文社
1989年 3月  1648円 (税込)

女性のメディア参加はまだはじまったばかり。新聞記者
のうち女性記者数はわずか2.3%(1988年現在)。「ジャー
ナリズムに女性の目を」という動きは世界的になってい

るが,ジ ャーナリズムの女性観は画一的描写,低能力者
として扱われることが多い。本書は数少ない女性とジ

ャーナリズムの研究書。

『女性論の森ヘー女性・家族・民主主義』 浅野富美枝
白石書店 1989年 6月  2060円 (税込)

最近の女性学,フ ェミニズム理論を著者なりに学習し,

自分の疑問点を提出。「大衆社会のフェミニズム」とい

う一文の中で,オ ンナとフェミニズムは流行してはいる
が商品化してはいないか ?「アグネス論争」だってそう
ではなかったか ?と疑間視。

『男がさばくアグネス論争』   小浜逸郎 大和書房
1989年 6月  1550円 (税込)

このタイトルはどうかと思うが,なかなかの力作。男性
たちが傍観する中で,あえて火の中に飛びこんだ男性の
アグネス論争。資料を整理しながら解読。アグネスの狡

猾さ,林の歪曲,村瀬のヒッピーさ,上野の「戦略J批
判,小倉千加子のラジカル・フェミニズム批判など多彩。
〈敵〉を特定する仕方そのものが安直で陳腐な方法であ

るという。巻末に資料一覧表がある。
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『アドリエンヌ リッチ 女性論 嘘,秘密,沈黙。 :966-
!978』  アドリエンヌ・リッチ 大島かおり訳 晶文社

1989年 7月 2960円 (税込)

アドリエンヌ・リッチの女性論 〈全 3冊〉が刊行されは

じめた。アメリカフェミニズムの最先端をゆく詩人の論

文集。フェミニズムの息吹が伝わる。東縛された母性 ,

私たちの内なるレズビアン他。

〔家族・パー トナーシップ・子育て〕

『「過労死」と妻たち』     中生加康夫 風媒社
1989年 4月  1210円 (税込)

繁栄する経済大国ニッポンを支える男たちを突然襲 う

「過労死」。これは新しい労働災害の一つである。この

認定をめぐる遺族と会社が裁判中のものも多い。過労死

110番が全国に8カ所開設され遺族からの電話が鳴りや

まず。

『ご夫婦しましょ!― “パートタイム夫婦
"のすすめ』

岩男寿美子 フォー・ユー
1989年 2月  1339円 (税込)

夫婦のいい関係を長続きさせるための知恵。何のための

夫婦か,わかる夫婦でいたい,なぜ男たちは妻に見捨て
られるのか,夫 と妻の教養の差は25年 !な ど, よきパー

トナーシップづくりのための本。

『主婦症候群』 筒井末春編 同朋社
1988年 11月  3296円 (税込)

出産・育児・夫婦関係から生じるストレスを主婦症候群

と名づけ,心身の問題点を考える。

『子育て新時代―仕事がにあうお母さんへ』

全国私立保育園連盟編 ユック舎
1989年 7月  1360円 (税込)

「アグネス論争」で子育ての問題がアグネス個人の問題

に集約されてしまったのは残念だ,育児を支える社会的
な施設とシステムの充実一一保育園。「子育ても仕事も

にあうお母さん」であってはしいとの願いをこめて,明
日の保育を考えるトーク&ト ーク,各国の保育事情,私
の子育て (水沢アキ,中沢けい),子 どもの権利と大人
の責任 (落合恵子),他。

『いまが人生の花一仕事と子育てを生きる』

全国私立保育園連盟編 樋口恵子,増田れい子監修
教育史料出版会 1989年 6月  1236円 (税込)

「女性が働くことと子育て」の作文入選30篇。働く女性

を支える保育園,特に病児保育や夜間保育の必要性が一

層わかる現実。

『女の子はどう育つか―少女期その世界と発達』

清水民子 新日本出版社 1989年 4月  1030円 (税込)
男女共学のもとでの男女差別,女の子はこうして育てら
れる,母親世代の少女像,母から娘に手わたすもの。

『ラブレター 男よ』 読売新聞社婦人部編 明石書店
1989年 6月  1300円 (税込)

女と男のいい関係を保つための女性たちからの男性への

メッセージ。脇田直枝,中野 翠,官迫千鶴他。

『ぼくらはハウスハズバンドー男が家事をする理由』

W・ R・ ビア 渡辺和枝訳 平凡社
1989年 7月  1760円 (税込)

家事に参加することと男らしいことは必ずしも矛盾しな

い。ニューヨーカー56人に聞く「家事」とは ?家庭の中

で協力しあう男女,ハ ウスハズバンドの意見等。さすが
アメリカは実践者が多い。家事の男性参加のための格好

の書。

『老い,時はかさなり』      横山貞子 晶文社
1989年 6月  1700円 (税込)

時を重ねて老いを意識しはじめたとき思いがけなく見え

てくる日々の暮らしのかたち。エッセイ92篇。

〔労働・経済〕

『男女雇用平等の新時代』  石橋主税編 法律文化社
1989年 5月  2266円 (税込)

雇用平等をめぐる法と行政,判例にみる女性労働の法的
保護,均等法後の判例と行政。

『女工と労働争議』    鈴木裕子 れんが書房新社
1989年 3月  1236円 (税込)

戦前の女性労働者の争議に関する女性労働史。主に1930

年の洋モス争議は世界恐慌による合理化の嵐が女工をお

そった。

『女心ビジネス最前線』 脇田直枝

ダイナミックセラーズ 1989年 7月  1030円 (税込)

最近のヒット商品は女性の支持をえたものが多い。マー

ケッティング界の女性戦略。

『女たちが築いた生保王国』        堀江誠二

TBSブ リタニカ 1988年 12月  1339円 (税込)
「ウーマン・ツー・マン」ビジネスを展開することによ

り生命保険会社は今日のような巨大産業化することに成

功した。いい意味でも悪い意味でも女性パワーをフルに

使ったこの業界に働く女性たちの素顔が見えてくる。あ

の巨大なビルと働く女性たちのギャップは大きい。

〔法・ くらし〕

『ジェンダーの社会学―女たち/男たちの世界』
江原由美子,長谷川公一,天木志保美他 新曜社

1989年 5月  2400円 (税込)
ジェンダーだけをモチーフにした社会学の入門書。男も

女もジェンダーに囚われている。日常生活,政治社会,

家族,労働,世界社会,感性の分野に分けてジェンダー

を考える。自分の社会的経験と照らしあわせてこの本を

読むと世界が広がり自然と女性学,フ ェミニズムも学ベ

る。今日の社会学的用語が上手に網羅されていてテキス

トとして使える。

『女性法学のすすめ』 後藤晨次 富岡 仁他著
法律文化社 1989年 5月  2060円 (税込 )

現代女性と人権 (だから法女性学,売春ツアーをなぜさ
せる),市民生活と人権,女性 と労働,福祉,国際社会
と女性の権利,憲法と女性等,女性のための法学テキス

ト。
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『情報の家政学』 梅悼忠夫 ドメス出版
1989年 4月  1854円 (税込)

家庭における情報論,家庭整理技術,わが家の情報整理
術,食 と文明,な ど情報論と家庭論,『知的生産の技術』
の家庭版的著書。

『チェルノブイリは女性たちを変えた』
M・ ガムバロフ グルッペGAU訳 社会思想社

1989年 6月  1600円 (税込)
1986年 4月 26日 のチェルノブイリ原発事故。本書は西 ド

イツの女たちの事故直後の怒りの声。こどもを進歩のい

けにえにはさせない (『家事労働と資本主義』の著者ヴ

ェールホフ),母親としてもっと早く声をあげるべきだ
った (エ ルケ・メーレン 主婦), 自然を女たちの敵に
したのはだれか (マ リア・ミース),地球に非常回はな
い (プ リギッタ・クローツ 生物学),男文明から降り
る他。

『装いのある暮らし一文化としての福祉の創造』

原 慶子 ミネルヴァ書房
1989年 7月  1800円 (税込)

本号特集目録 4頁に既出。

『ゆとりの時代へ』

完全週休 2日 制・土曜日を社会の休日にする推進会議編

日本評論社 1989年 7月  1300円 (税込)
本号特集目録 4頁に既出。

『モー ドの迷宮』 鷲田清一 中央公論社
1989年 4月  1300円 (税込)

「マリ・クレール」に連載されたファッション論。

『戦争と平和』 猪口邦子 東京大学出版会
1989年 5月  1957円 (税込)

戦争を防ぐためには戦争を解明しなくてはならない。現

代に至る戦争と平和の力学。核問題,構造的暴力と南北
関係など。20世紀末の地球環境問題にも至言する。

『私のスウェーデンびいき』  藤井恵美 朝日新聞社
1988年 12月  1442円 (税込)

スウェーデンの社会生活を在住の工芸家がレポート。す
べての国民が税の個人申告をする国,そのかわり税金は
暮らしにちゃんともどってくるのだという。支払いっば

なしではないのだ。

〔ノンフ ィクション・エ ッセイ〕

『戦争を生きぬいた女たち-38人 の真実の記録』
サリー・ヘイ トン=キーヴァ編著 加地永都子他訳

新宿書房 1989年 6月  2500円 (税込)
前線で戦い,軍の病院や非合法活動で働き,強制収容所
に閉じ込められ,亡命生活を送るなかで,女性たちは悲
しみと恐怖と喪失感にどう対処し,なすべきことをどう
やりとげたか,今 ようやく語りはじめた。兵士,看護婦 ,

娼婦,亡命者,ゲ リラ,ス パイ,捕虜,な ど今世紀初頭
から現在まで, コーロッパから中東,中米,ア ジアの38
人の証言記録。

『アメリカで与謝野晶子をうたえば』   吉岡しげ美
朝日新聞社 1989年 5月  1650円 (税込)

家族とともに滞米生活中に,日 本の女性詩人の詩を歌い
つづけた吉岡しげ美のバークレー報告。晶子のエネル

ギーが彼女を歌わせた。

『こういう時代の小説』   富岡多恵子 筑摩書房
1989年 4月  1440円 (税込)

1988年 1月 から1年間朝日新聞の「文芸時評」に掲載さ

れたものと,最近のエッセイをまとめたもの。特にイン
パクトのある文芸時評は「死語なる言葉」と題された一

文の「女流」 (ゲ ットー)と いう用語批判。カジュアル

家族の時代と文学。ビジネス社会の女性,男にとっての
結婚。

『大人の童話・死の話―叢書・死の文化②』 森崎和江
弘文堂 1989年 1月  1550円 (税込)

いのちと死をテーマにした書き下し。自然のふところに

はたくさんのいのちが生きていました。自然は心の育て

の親でした。人間の死は自然の営みの一つなのに。

『オフィーリアの系譜一叢書・死の文化⑤』 本田和子
弘文堂 1989年 4月  1440円 (税込)

「死」力`甘美さで匂い立つのは「少女」に媒介される場

合に著しい。「死と少女」をテーマに「死の文化」を語

る。オフィーリア,万葉集の虎女塚幻想,少女哀悼―一
現代のメディアの中のヒロイン,等。

『主婦の文章修業』      渡辺弘子 日本評論社
1989年 6月  1350円 (税込)

青木雨彦氏のコラム作法教室に通いはじめて 4年 ,「文
章は,誰にでも書ける」との雨彦氏の持論にはげまされ
て文章修業。「書きたいことを書くのが一番いい」とい

うことだそうだ。

『長い坂―現代女人列伝』    関 千枝子 影書房
1989年 7月  1545円 (税込)

明治生まれの先輩女性たちの気迫にみちた生き方を取材。

登山家,平和運動家,洋画家など15人の女性像。

〔雑誌・資料〕

Swhch Specialissue 2「 それぞれの女性の生き方」
スイッチ・コーボレイション

1989年 6月  1860円 (税込)
ニューヨークに住む小説家・教師・キャスター・写真家

などの生き方をインタビューしたセンスのいい雑誌。モ

ノクロの女性たちの素顔がすばらしい。70,80年代のリ
ブ,フ ェミニズムの洗礼を受けた同時代の女性たちの声,

自分の家庭,パートナー,仕事。特に女性作家の作品,
マリアン・サーム,ス ーザン・ソンタグ, アン・ビーテ

ィも登場。

岩波ブックレットNo 132「 昭和の女性史」
鈴木裕子 岩波書店 1989年 5月  310円 (税込)

不況でスタートした「昭和」,婦選運動,女子労働者の
争議,しのびよる戦争とファシズム,銃後の女たち,1927

年～1945年までの昭和女性史。
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岩波ブックレットNo 137「戦争責任を訴えるひとり旅J
富山妙子 岩波書店 1989年 7月  310円 (税込 )

ロンドン・ベルリン・ニューヨークで日本の戦争責任を

描く絵と映画上映の旅行記。

岩波ブックレットNo 138「心にひびく映画」
高野悦子 岩波書店 1989年 7月  310円 (税込)

女子教育もんだい 季刊 夏「女の時代をどう生きる」
労働教育センター 1989年 8月 910円 (税込)

月刊 女性情報
パド・ウイメンズ・オフィス 各2060円 (税込 )

5月 号 消費税の現状と女性 均等法施行 3年
6月 号 転換期の男性たち 選挙と女性 Part I
7月 号 性の商品化 選挙と女性 Part Π

『統計にみる女性の現状 1989年度版』
婦人教育研究会編 垣内出版
1989年 6月 618円 (税込)

国立婦人教育会館内にある婦人教育研究会が編集を担当
し,婦人教育,家庭教育の現状の資料,人口,家族,教
育,労働,性別役害J分業観に関する意識に関する資料と
データを掲載。

『働く女性のステップアップ留学』

国際文化教育センター編 大和書房
1989年 6月  1300円 (税込)

いま,働 く女性の留学が増えている。円高傾向で留学が
身近になった。キャリア派の留学,ス ペシャリスト派の

留学方法,留学可能な学校紹介一覧他。

『アジア人出稼ぎ労働者手帳』
アジア人労働者問題懇談会編 明石書店

1989年 8月  1224円 (税込)
日本人と定住外国人のための手帳。邦文,英文付き。ア
ジア人労働者のための労働法解説。「不法」就労救援の

ためのノウハウ。支援グループー覧。

『連帯と行動一国際婦人年連絡会の記録』

国際婦人年日本大会の決議を実現するための連絡会篇

(財)市川房枝記念会出版部刊
1989年 7月  3605円 (税込)

国連婦人の10年 と民間婦人運動,加盟団体の10年の活動
の取組み,2000年に向けての民間行動計画。

「 X 指 定」 上映 /
―一ウイメンズブック友の会 秋のイベントーー

なぜポルノが好きなの ?

男性のホンネを探る

魏 IJb鵡亀ら1・
=

アメリカの ドキュメンタリー映画「 X指定」

日本のドキュメンタリー映画「男たちの証言」

日 時 :1989」手10月 22日  (日 断醒日)
午後 2時と6時  2回上映

会 場 :京都市社会教育総合センター
4Fホ ール 窓 075802-3141
(京都市中京区丸太町七本松西入)

参加費 :前売 1200円   当日 1400円
(消費税込)

主 催 :ウ イメンズブック友の会
共 催 :おかいれん 。カラダからだの会・関西育児

連 (仮 )・ 関西ヤンチャンズビアンパワー・

ドゥーラの会・日本女性学研究会フェミニ

ス ト企画集団・びお亭・婦人民主クラブ京

協婦問研・フェミネット企画  (50音順 )
お問い合わせ :松香堂書店

渥曇 075-441-6905 ・ 075-414-2238

『からだ 。私たち自身』再版できました.′/ 好評発売中
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《あなたの情

「欧米における男女機会均等法制」を出版しました。

(財)女性職業財団 上 田 晴 子

我が国の男女雇用機会均等法が施行されて 3年経ちま

した。企業の対応や世間一般の理解の中で,女性に対す
る雇用管理の見直しが進められ,女性自身も今まで挑戦
できなかった新しい分野の仕事にどんどん進出するよう

になりました。しかし一方では,女性の声として種々の

問題点も指摘されています。

男女の機会均等の実現は世界的な流れですが, この問

題に関し先行している欧米諸国の法制とその実施状況を

みることは,非常に大切です。本書は,男女雇用機会均
等法制を有する国の中のアメリカ,イ ギリス,西独, フ

ランス,イ タリアの5カ 国の状況を調査,研究し,欧米
諸国における機会均等の進展状況や問題点を分り易く詳

細に解説した参考書です。法制の内容及び判例の動向,

行政機関の施策,均等取扱の進歩状況などが,経済学的

視点もふまえて分析されています。いずれの国において

も平等法が施行されたからといって男女格差が容易には

解消されないという状況があり,法を実現しようとする

労使の現実的取組みが必要であることがうかがわれま

す。

婦人間題研究者,法曹関係者,企業の実務担当者,組

合指導者など多くの方々に是非読んで頂きたい本です !

発 行 〒105東京都港区西新橋1-239
河野ビル3F
女性職業財団 Tel.o3-595-3291

頒 価 1500円 (松香堂でも扱っています)

今秋,シティセミナー「女性と文学―一フェミニズムの

視点から」を開講します。

日本女性学研究会フェミニスト企画集団

文学の新しい読み方を求めて読書の秋に京都市社会教

育総合センター主催, フェミニスト企画集団企画による

文学講座を開講します。ふるってご参加下さい。また,

先の「フェミニズムと『家族』」のシンポジウムは皆様

のおかげをもちまして200名 の参加者をえて活発な討論

ができました。ご協力ありがとうございました。

「女性と文学―一フェミニズムの視点から」

10月 28日 (土)“男流"作家 谷崎。三島・り|1端を読む
講師 法政大学教員 田嶋陽子

H月 4日 (土 )“赤毛のアン"と 少女小説の世界
講師 大阪国際児童文学館専門員
横川寿美子

H月 18日 (土)与謝野晶子と現代女性歌人たち
講師 歌人 道浦母都子

・時 間 14:00～ 16:00
・受講料 各回600円 (当 日受付可)
・会 場 京都市社会教育総合センター

(京都市中京区丸太町七本松)
・託児あり (要予約 Tel o75-802-3141セ ンター)
・内容問い合わせ先 フェミニスト企画集団

松香堂内 (Tel o75-441-6905)

報・私 の情 報》

『からだ 。私たち自身』に感謝 !

二つの病気を早期発見できました。ポ ダ
抜 水

菫

みどリ

皆さんは卵巣の検診を受けたことがありますか ? 今
年 3月 に初めそ子宮ガン検診を受ける前夜, どんな事を

するのか不安になって『からだ,私たち自身』を見ると

「子宮ガンの検診のついでに卵巣がはれている事が多い

ので診てもらう方が良い」と書いてあり,無理やり医師

に3度 も頼んで診てもらったら何と本当に,卵巣がオレ

ンジ大にはれていたのです 1 デルモイド膿腫かもと言
われましたが 2軒他の病院で診てもらうと判断がバラバ

ラで,一軒は「切る段階を越えている」他は「切ってみ

ないとガンか良性か解らない」とのこと。こういう場合 ,

ド素人はどうしたらいいか解らないのですよ。検査々々

の結果,ガ ンではないらしく,デルモイド膿腫でした。

経過観察する様に医者に頼み込み「手術 !」「ガンかも?」

の不安が取り除かれた。その後すぐ近頃,眼がチラチラ

するので眼科で診てもうらうと「網膜景1離」ですぐに手

術するようにとの診断が下 りました。卵巣を診てもらっ

ている産婦人科の隣がちょうど眼科で気軽に検査したの

ですが,ま さか『からだ一 』
のおかげで 2つの病気が

発見されるとは思いませんでした。卵巣膿腫の時, 3軒

の違う病院で診てもらい,某眼科では「今年何回網膜は

くりの手術をしましたか ?」 と医師に聞くと今年になっ

て私が初めてとのこと。びっくりして他の病院に行き,

ちょうど専門の病院だったのですぐ手術しました。

この本を買う時,ち ょっと高いかな? とも思いまし
たが今では,あの時,読んでいなかったら2つの病気も

解らなかっただろうし,2つ共,初期段階で発見できて,

大変感謝しています。

「海はみんなのもの一一横浦湾埋立をめぐる住民運動の

記録」をつくりました。

白浜の自然をまもる会,会長 山 本 かほる

本書は人口2万足らずの小さな観光地におきた埋立反

対運動の記録ですが, この運動を指導された京都大学理

学部のT先生のポイントをおさえた運動の方法は見事な

ものがあります。地元の町当局を初め県議会,国の行政

機関の担当の窓口に向けて筋の通った請願運動を繰返し

ながら反対運動をすすめてゆく方法は,今後こうした運

動にたずさわる人たちにとってよき道じるべになると信

じます。ともすればイデオロギーにはしりがちな一部分

の住民もふくめて観光地白浜の自然環境を破壊からまも

ろう 一と説得され,住民を一つにまとめ遂行された運
動の成果は現在でもその精神が生きつづけています。自

然保護運動のためにぜひお読み下さい。松香堂にご連絡

下されば無料で差し上げます。 (送料260円 ,切手可)
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晰

女 性 と 政 治

一一宇野問題の周辺

今回の参議院選挙は宇野氏のセックス・スキャングルが自民

党大敗の一因であったことは否定できないだろう。このスキャ
ングルは決して,マスコミが好んで使う「女性問題」という言
葉で片づけられる問題ではない。はっきりと「買春Jであり,
宇野氏自身の「男性問題」なのである。

少々,旧聞になってしまったが「ニューズウィーク」 (国際
版 '89・ 7月 10日号)に掲載されたカバーストーリーをもとに,

宇野問題の周辺を探ってみた。         (編 集室)

今回の「ニューズウィーク」のカバーストーリーとな
ったこの記事は,宇野首相の女性スキャンダルについて
というよりは,む しろ, この問題を機に今まで沈黙を守
ってきた日本の女性たちが声を上げ,自 らの政治への影
響力を高めていくことによって宇野政権をも脅かしつつ

あるという事実,ま た一方,女性の社会進出にともない
女性の地位は向上しているとはいうものの,まだまだ間
題は多く,欧米諸国のレベルとは比較にならないという
点などを取 り上げている。
宇野首相は,努力もむなしく夏の終わりを待たずに退
陣に追い込まれることになるだろう。そして,その背景
には多くの女性たちの憤りというものがある,と いう日
本の政治評論家たちの意見が取り上げられている。また,
筆者のビル・パウエルは,「 このようなことが起こり得
るのは, 日本がすでに男性支配社会ではないからだ」と
する立花隆氏のコメントを引用しつつ,一方で,日本の
女性たちは,伝統的に押しつけられてきた女性への不等
な役害Jに対して問題意識を感じ始めてはいるが,西欧の
目を通して見れば, 日本は依然として男性支配社会であ
ると指摘している。
「日本では,女性は男性の婚外交渉を黙認すべきであ
るという風潮が温存されてきたので,今回,日本の首相

が自らのセックス・ス

キャングルによって大

衆から受けた嘲笑と
は,ある意味では,伝
統的な日本人の性に対

する姿勢そのものを反
映するものである」と
上智大学助教授の猪口

邦子氏のコメントもあ
る。
また,家庭生活と仕
事を両立させようと努
力している女性が増え
ている一方,夫のよう
に朝から夜遅くまで働
き詰めの無味乾燥なサ
ラリーマン生活などま
っぴらごめんと,も っ
ばら自由を楽しめる主

婦生活をあえて選択す
る女性の数もおびただ

しいと, 日本女性の困
惑 した心理状態を指

摘。
さらに,働 く女性の問題については,米国と日本の決
定的に異なる点として,雇用機会の問題を挙げている。
日本と同様,米国でも女性のパートタイマー労働者は多
くいるが,雇用機会はすべて女性に対して開放されてい
る。日本では,1985年 に男女雇用機会均等法なるものが
成立したが,こ れは単なる努力義務であり,実際には機
能していない,法に違反する行為も罰則の対象にはなっ
ていないからであると述べている。
その結果として,有能な女性たちは, 日本の米国系金
融機関などに勤める。日本の米国系企業は,彼らが日本
という経済社会の中でなし得る最も賢明な行為のひとつ

は,日 本女性の能力の禾J用 と開発であると自負している。
女性という予備人材を利用しないことは, 日本の経済政
策における数少ない主要ミスのひとつであると筆者は語
っている。

外国人労働者への規制をゆるめない限 り,日 本の労働
力不足は深刻になるばかりである。6千万という女性人
口が,そのよい解決法であるのは明らかなのである,と
述べ,米国の社会学者ジェーン・コンドン氏のコメント
「もし日本が女性という予備労働力の開発方法に日覚め
たなら,その時には第 2次経済成長期がおとずれるだろ
う。」を弓1用 してヽヽる。
この記事を含め,海外のマスコミで宇野首相の女性ス
キャングルが予想以上に大きくとりざたされたことに;

改めて日本が常に世界の注目を浴びていることを私は痛
感した。しかし,同 じ日本人でさえよく分からない「芸
者Jの世界の話。きっと外国人には,こ の “geisha"と
いう言葉自体,“ Ninia"と 同じくらい不思議な響きをも
つものであろう。特に西欧先進諸国にとっては, 日本は

脅威の経済大国であると同時に,いまだ神秘に満ちた極
東の小さな島国でもあるにちがいない。そして,その神
秘性なるものの背後に,常に女性への抑圧が隠されてき
たような気がするのである。そんな中で今回,こ の問題
をきっかけにごく普通の女たちが沈黙を破ったことは非

常に喜ばしいことではあるが,こ の抗議の声が,単にリ
クルートおよび消費税問題の怒りにあおられた一時的,

感情的なものではないことを願いたい。
レポーター 田中愛子 (翻訳家)

(注)ジエーン・コンドン
「タイムJ誌の元東京特派員。200人の
日本女性にインタビューを試みた現代日

本女性論『半歩さがって』 (主婦の友社
1986年 )の著者でもある。
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「The Japan Times」 紙
'89・ 7月 2日 号より
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児 童 虐 待

スタインバーグ事件

棚 瀬 一 代

私がアメリカのボストンを訪れた今年の 1月 末は,全

米中が,TV生中継された「スタインバーグ事件」の陪

審裁判の成り行きを見守ってテレビの前にクギづけにさ

れているときだった。

そして 1月 30日 。全米中が見守る中, 8日 間の極度に

緊張した審理の末,12名 の陪審員が「児童虐待J(child

abuse)「妻虐待」(wife abuse)そ して子供の「死」とい

うセンセーショナルな事件に判決を下した。

「児童虐待」事件の弁護士が自らも家族を虐待 !

元弁護上のスタインバーグ (47)。 これまでに彼自身

「児童虐待」事件の弁護を依頼者の側にたって何百回と

なくやってきた。その彼が「一級故殺罪」(6rst degree

mansiaughter)に 問われ,8%年から25年の実刑に服す

ることになった。 6歳の養女リサが養父スタインバーグ

に殴り殺されてから14カ 月がたっていた。

スタインバーグは成功した弁護士だった。長年の同棲

相手ナサバウム (46)も ,元はとびきり美人の編集者だ

った。元美人と言うのは,今では,10年間に渡る事実上

の夫からの暴力の結果,顔がすっかり変形してしまって

いるからだ。そして2人はニューヨークのグリニッジ・

ヴィレッジの洒落たマンションに住んでいた。

「高学歴」「中の上流階級J「白人」とこの 3つの条件

がそろえば,ついつい「良い人たち」という色メガネで

見てしまい「児童虐待」や「家庭内暴力」というおどろ

おどろしい構図からは免罪してしまいがちだ。

この事件は,「児童虐待」や「家庭内暴力Jは「貧困J

と結びつくという一般アメリカ人の偏見に強い揺さぶり

を与えた。そして「児童虐待」や「家庭内暴力Jは人種

・宗教を問わず,あ らゆる社会・経済階層に起こってい

るという,この道の研究者の間ではつとにコンセン穐静
であることを改めて人々に認識させるという点で大きな

意味があった。

「虐待」の救済措置法―リポーティング法

アメリカ到着ととに直面した「スタインバーグ事件」

が引き金になって,その後私は「児童虐待」「児童放置」

(child negligence)の 実態調査に首を突っ込むことにな

った。

今アメリカではこうしたゆゆしき社会問題に対処する

ために「 リポーティング法」 (通報法)力 実`施されてい

る。これによれば医者,教師,警察官,ソ ーシャル・ワー

カー,看護婦など,子供やその家族と接触の多い職種に

ある人たちは,「児童虐待」や「児童放置Jの疑いあり

と判断する時には社会福祉課 (Department of Social Ser‐

宙ces)に リポートすることが義務づけられて｀ヽる。この

義務に違反するときは,千 ドル以下の罰金刑に科される。

DSSが受けるリポートの54%は ,こ うした法によって

義務づけられた人たちからのものである。

DSSに はリポートを24時間受ける体制ができている。

リポートを受けた後,緊急を要すると思われる場合には

24時間以内に,その他の場合には 7日 以内にソーシャル

・ワーカーが家庭訪間を含む実態調査をし,事態に応じ

た対処がなされる。

1986年

1年間でマ

サチューセ

ッ ツ州 の

DSS ャこ|ま

49,799イ牛

(1983年に

は 32,640

件)の「児

童虐待」な

いし「児童

放置Jにつ
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いてのリポートがあった。このうち18,295件がソーシャ

ル・ワーカーによる調査によって「虐待Jな いし「放置」

の事実が確認された。

増える「児童虐待」「放置」の通報と高まる市民の関心

アメリカ全体では,1984年 1年間で1,727,000件

(1981年には1,225,000件 )の「児童虐待」ないし「児

童放置」のリポートがあり,そのうち727,000件が事実

によって裏づけされた。

こうした事実によって裏づけされたケースのうち「ス

タインバーグ事件」のように子供が死んだ場合や性的虐

待 ,脳傷害や重度の身体傷害があるような場合には

DSSは子供の住む地域の地方検察庁にリポートしなけ

ればならない。 リポートを受けた検察庁は DSSと は別

個に事実調査をして告訴をするかどうかを決める。

私がインタビューしたボストンのミドル・セックス郡

の地方検察庁も10年前にはこうした「児童虐待」の年間

リポート数は10件 ぐらいと少なかったのに,こ こ数年は

わ た しの 出会 った本

吉野 朔美 作

『少年は荒野をめざす』

500件にも増えてきているということだ。

このように DSSや地方検察庁へのリポート数は年々

上昇してきているが, これは実際の「児童虐待」数が増

えてきているというよりは,「児童虐待」への認識が高

まってきてリポートするようになった結果だろうと言わ

れている。

子どもの人権とプライバシー

国の不当な介入からの自由,つまり「家庭のプライバ

シー」と「子どもの人権Jを守るための「 リポーティン

グ法」との間には,内在的葛藤がある。今アメリカ社会

0ま「子どもの人権」を守るために敢えてこの難しい道を

歩んでいると言えるだろう。

筆者紹介  たなせ かずよ

著書 :『中学生のホンネ』 C」元社),

『「クレイマー, クレイマー」以後』 (筑摩書房)

訳書 :『法と現代精神』 (弘文堂)

阿部 祐子
.ネ

集英社ぶ―けコミックス①～⑥

昔のことを思い出してみよう。我々がただのコドモだった時のことを。次第に女の子に変わってゆく周囲の友達を

見て複雑な思いに駆られたことはなかったろうか。彼女らの秘密めいた会話や日配せから大人の香りを臭ぎとった時,

その「世界」に対する好奇心と不安と尻込みと 一。
主人公狩野都は15歳。彼女の中には幼少のころ病気で亡くなった兄・翠が生きている。自分の中に一人の少年=翠

を存在させている故に彼女は「女の子」でもなければ無論「男の子」でもあり得ない。都はとある時,自分とそっく

りな少年・陸と出逢う。自分の中の少年と陸をだぶらせ,彼女は次第に彼に魅かれてゆく。しかしそれは「恋」では

ない。

そんな時自分の中の少年への思いを綴った小説『少年は荒野をめざす』がコンクールに入賞,都は文壇デビューを

果たす。そして熱狂的ファンに襲われそうになった彼女をかばって陸が刃物で刺された時から (こ のショックで都に

遅い初潮が訪れる。つまり二人は同時に血を流した事になる)二人の間に何か別の関係が生まれるのだ。
二人は,逃げ出す。全てのものから。何処へ行くかは本人たちにも分からない。行くあてのない二人は漠然とした

「死」に憧れ学校の屋上に上る。でも実際に都が足を滑らせた時陸は都を助け,都は必死で叫び―こうして二人のコ

ドモの逃避行は終わりを告げる。

陸は都の前から姿を消す。淡い口づけを残して。そして都の中の少年も彼女の元から去ってゆく。永遠に。

大人になることを否定しながらも無意識のうちにそれを受け入れてゆくコドモたちの息遣いが聞こえて来ます。自

分史と重ね合わせて読んでみてはいかがでしょう。
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ミニ コ ミの 女 た ち

第 29回

こ
子
げ
静

”
堂

<商社の女性は今>

商社に働く女性の会

越

平均年齢42歳。「商社の女性は今PART II」 の編集メ

ンバーの年齢である。今や女性の力が世の中をもかえる

勢いである。商社においても女性パワーが台頭かと考え

たいが,現実はそんなに簡単なものではない。

教養もあり,海外駐在の経験も大いにある商社マンだ

から,彼らの言葉の端々でもいつから,男女差別を是正

しようと提唱されても決しておかしくないと思うのに,

そんな動きは全くみられない。やはり当事者がやむにや

まれず口をひらくしかないというのが現実である。

「 3年でやめてもらうと困るが, 5年 もいてもらうと

なお困るJと M社の人事。女性が結婚することを知るや

いなや,小会社を紹介するからといって会社をやめさせ

てしまうS社。女性を消耗品扱いする旧態然とした姿勢,

又,女性の側も職場の花に甘んじ,す ぐにやめてゆく層

の多いことも否定できない。とはいえ, この10年間で女

性の勤続年数の伸びは 3倍 となっている。

パンフの編集メンバーの大半は結婚,出産をのりこえ

てきた商社の女性の草分け的存在である。この20年は商

社に女性が結婚しても子供ができても働き続けられる条

件づくりであったともいえる。

その彼女たちがこんどは男女差別是正のためにワーク

を始めた。「20年 も働いて,男性の半分の賃金というの

はおかしい。せめてヨーロッパな入に80%を Jと 主張し,

5年前に始めてパンフを作った。

均等法施行 3年 目の今年の 4月―職場に平等はすすん

だのか一と PART Ⅱを発行。最初の 1年は,10大商社

のヒヤリング,あ との 1年は編集作業と2年の年月がか

かった。均等法後は「仕事や出向は男性なみに,賃金や ,

身分は補助職へおしこめ」という状況に女性がおいやら

れ,毎 曰くやしい思いをかみしめている。均等法は職種

差いわゆるコース別人事及女子保護という名でその実,

男女差別をみえにくくし男女差別をひきおこす均等法及

指針の改正をバンフを通じ要求している。

朝日,毎 日,読売各紙が記事にしてくれた。中でも毎

日新聞は 6月 20日 付で社説にまでとりあげてくれて,

NHK TVで も2回放映された。 5年前のパンフの時は,

顔も名前も出せなかった私たちだったが今回はちがう。

世の中が変わったのか,私たちの意識がかわったのか,

こうしたマスコミの方のお陰で京都市のシティセミナー

での就職講座や,大学へ招かれての講座など,若者たち

との対話も始まっている。先日はニューヨーク市の大学

教授が市川房枝記念会を通じてインタビューにみえた。

均等法後の日本を取材との事,私たちのパンフを高く評

価するといわれ大変うれしかった。

この秋,国連女子差別撤廃委員会 (CEDAW)に英文
バンフを送るつもりである。 2年後にはニューヨークで

行われるであろう CEDAWの会議を傍聴にゆこうと話

し合っている。

連絡先 〒530大阪市北区西天満4-6-19

北ビル2号館301

石田法子法律事務所

Te1 06-364-0764

バンフレット「商社の女性は今 Part II」 300円

(松香堂で扱っています)



第32号  1989年 8月 20日 ウイメンズ ブックス

「

………~…~…~…一̈

: 現在ウイメンズ
L…_…

ブックストアで扱っているミ
「

…

∃

一
　

、
、
、
　

一

一
　
コ
　
¨

「れ組通信 No 26-会いたかったぜい !はか」
れ組スタジオ東京 1989年 4月  400円

「れ組通信 No 27-地方特集ほかJ
1989年 6月 400円

「れ組通信 No 28-レズビアンは装う～ファッション
アンケート結果より～」 1989年 7月 400円

「あごら140号―'894月 運営会議・拠点間交流会議報

告」 1989年 4月 300円

「あごら142号―女が動くとき日本が変わる」

1989年 6月  300円

「 WIFE No.218-特 集 開花する性一私の場合」
1989年 7月 450円

「 We 6月 号―特集 家庭科一何を評価するのか」
1989年 6月  567円 (本体550円 )

「We 7月 号一特集 生涯学習社会はバラ色 ?」
1989年 7月  567円 (本体550円 )

「We 3月 号一特集 地球市民として生きる」
1989年 8月  567円 (本体550円 )

「We夏増刊号―家庭科の可能性を探るJ
1989年 7月 721円 (本体700円 )

「婦人通信 6月 号―座談会―女子高校生監禁殺害事件を

めぐって『親の責任』について考える」

日本婦人団体連合会 1989年 6月  250円

「婦人通信 7月 号―『登校拒否』克服のとりくみほか」

1989年 7月 250円

「婦人通信 8月号―明治期の戦争についてほか」

1989年 8月 250円

「月刊家族第39号―特集 。ますます増える “アジアから

の花嫁"さ ん」         1989年 5月  200円

「月刊家族第40号一クローズアップ事件 中国人留学生
人権問題の周辺」        1989年 6月  200円
「月刊家族第41号―クローズアップ事件 同意のない子
宮全摘出は違法と判決はでたけれど …」

1989年 7月  200円

「野合 (愛 と性について考えるミニコミ)∨ol.10 朝
まで性テレビ番外編ほか」    1989年 5月  100円
「野合 Vo1 11-ト ークトークほか」

1989年 6月  100円

「行動する女 No.34-イ ギリスのフェミニズムと私た
ちの運動」 行動する女たちの会 1989年 4月  200円
「行動する女 No 35-いま。だから,女が政治を !!」

1989年 5月  200円

「行動する女 No.36-最新報告イギリスの女たちJ
1989年 6月  200円

(第 31号発行後に入荷したもの)

「いしゅたる No.10-特集 母の肖像―『青轄』の女
性を偲んで」          1989年 2月  700円

「私たちの就職手帖一女子学生のために V01.9」

早大就職問題研究会 1989年 5月  500円

「瓢駒ライフ No.←座談会『海辺のカイン』をめぐっ
て」 ひょうこま舎 1989年 4月  600円

「月刊ちいきとうそう224号一核家族時代の “おんな"

を生きる 出産・戸籍・職場… …」   ロシナンテ社
1989年 7月  618円 (本体600円 )

「男の子育てを考える会資料集―ボクたちの10年が語る

もの」  男の子育てを考える会 1987年 10月  500円
「アジアの買売春と日本の男たち スライ ドは語る」

アジアの買売春に反対する男たちの会

1989年 3月  500円

「Cr通信一特集 仕事と子育て」
主婦の再就職センター 1989年 7月  200円

「欧米における男女機会均等法制」  女性職業財団
1989年 2月  1500円

「商社の女性は今 PART‖  均等法後の職場は」
商社に働く女性の会 1989年 4月  300円

「べ口亭通信 4号一〈わたしたち〉のはじまり前篇ほか」
ベロ亭 1987年 12月  1000円

「ベロ亭通信 5号―くわたしたち〉のはじまり後篇ほか」

1989年 5月  1000円

「日米女性ジャーナル No.1-有償の代理母契約は違法
ほか」 日米女性情報センター 1988年 2150円

「日米女性ジャーナル No.2-教育における男女平等と

公民権復活法の成立はか」 1988年  2150円

「日米女性ジャーナル No.3-女子大学の使命は何か一
ウェルズリー女子大学学長にインタビューほか」

1988年 2150円

「日米女1生ジャーナル No.4-セ カンドステージほか」
1989年 2150円

「日米女性ジャーナル No.5-女性とリーダーシップほ
か」                  1989年  2300円
「婦人通信 No 207(社 会主義婦人会議)一大阪・4/14
STOP!ザ ・レイプ集会ほかJ   1989年 5月  300円
「婦人通信 No.208-あ けぼの生協男女差別賃金裁判 ,

一周年ほかJ           1989年 6月  300円
「婦人通信 No.209-旭川・0さんの解雇撤回裁判ほ
か」                 1989年 7月  300円
「地域―家族第3!号一特集 天皇制葬送曲よ,高 く鳴
れ !反天皇制はこれからだ」   1989年 5月  200円
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『女たちの戦後史』
一一大阪からのレポ

創 元 社

『女たちの戦後史』を読みかけて,最初これはだいぶ辛口だなあと思った。
この本の内容は,実のところ「働 くJ女たちの戦後「運動J史である。その時々,そ こここ

に働いていたフツウの女たちが,戦後の歴史の中を生きてきた自らの人生の一コマーコマを語
り合った,ま さに肉声の記録であり,長 く続く道のりに刻まれた足あとなのだ。
ただ一点の共通項は「働き続けるため」の闘いと運動一一男の労働運動には考えられない ,

女であるが故の闘いだ。

戦後も続いた女工哀史,保育運動,バ ス車掌の服装検査,放送局の結婚 。若年退職制,看護
婦の全寮制度,家庭科男女共修運動,技術革新・OA化 の中での合理化と健康破壊,労基法改
悪・均等法成立まで,そ してその後……と,25余 りものいろんな職種の女たちがそれぞれの場

で闘った記録が綴られ,様々なエピソードが語られる。実録だから迫力がある。肉声だから実

感がこもっている。

“思い"は私自身の経験ともダブる。かつて社員数 8名 の,組合や労働協約はおろか会社規

約さえ満足にない零細企業で働いていた。均等法前夜の1984年秋,妊娠した。当然働き続けた
いと考えた私は,労働基準法と社会保険法だけを頼 りに社長と直接交渉し,出産前後 3カ 月プ

ラス 1カ 月余 りの特別休暇の許可を得た。当然のごとく無給だったが,それでも出産後の職場

復帰が確保できているというのは大きな安心だった。未組織の企業で働く女たちの多くは職場

復帰がむつかしく,出産と同時に退職し,数年後パートの安い労働力として再就職するという
パターンにならざるをえない。

私もせっかく復帰したその会社を 1年後経営難故の人員整理で解雇され,その後結局フルタ

イムでは就職できていない。

本書では,組織の中の女たちの記録が主だが,一人一人10Jき つづけるために闘ってきた未組
織の女たちの姿もどんなだったのか知 りたいと思った。

働くことと,生きること一一仕事も子育ても家庭生活も社会活動もみ―んなひっくるめて ,
より豊かに自分の人生を生きていきたいという人間として当り前の要求を貫くために闘う。そ

れは生きる “原点"の闘いであるが故に,女たちの人生の語 りは, より豊潤で味わい深いもの

になるのかも知れない。

編 集 室 か ら

◎参議院選挙の争点の一つに, 日常の「暮らし」を大切

に Iと いうのがあったと思います。今号は暮らしを考

える本を特集してみました。

◎また,宇野問題を代表される性の商品化に異議を申し

立てる声が高まっています。ウイメンズブック友の会,

秋のイベントは「X指定」の上映会を企画しました (9

頁参照)。 ふるってご参加下さい。

◎今後,「女性と政治」に関する本が増えるのでは ?と

たのしみです。このジャンルが今まで一番少なかった

のです。この秋の再燃を期待しましょう !

◎次号は1989年 11月 20日 発行の予定です。

(木下明美)

上記の書評欄へ投稿をお待ちしています。

女性の目で見直した鋭い批評や,視点を変えた
ユニークなものをお寄せください。

400字詰原稿用紙に 2枚 ,900字前後です。住所

世 iI『
鱈装詈雪尊暑よ冤雰[籍縁Ttti纏董裏[

「あなたの情報 私の情報」とコラム「私の出
会った本Jをあなたの主張,伝えたいこと,知っ
て欲しい本,御意見等に御利用ください。600字
以内。住所とお名前,電話番号を原稿用紙にお忘
れなく。但しこの欄は申しわけありませんが薄々

謝も差し上げられませんので念のため。誌面の都

合で短くすることがあります。

宛先は 602京都市上京区下立売通西洞院西人
松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」です。
上記両方とも次号の締切りは 1989年 10月 20日。
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